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昔
か
ら
魚
は
、
ど
れ

ほ
ど
獲
っ
て
も
枯
渇
す

る
こ
と
な
ど
な
い
と
思

わ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
、
不
漁
の
時
が
あ
っ

て
も
一
時
的
な
こ
と

で
、
長
年
に
亘
っ
て
獲

れ
な
く
な
る
恐
れ
な
ど

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
よ
く

獲
れ
た
い
わ
し
な
ど
は
、
江
戸
時

代
に
は
畑
の
肥
料
と
し
て
用
い
ら

れ
た
と
聞
く
。
そ
れ
が
現
在
、
魚

に
よ
っ
て
は
枯
渇
を
心
配
せ
ね
ば

な
ら
な
い
ほ
ど
漁
業
資
源
の
行
く

末
が
案
じ
ら
れ
る
▼
原
因
は
様
々

あ
る
よ
う
で
、
気
候
温
暖
化
に
よ

る
海
の
変
化
や
、
中
国
や
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
で
の
漁
獲
量
の
増
大
な

ど
が
あ
る
。
ま
た
、
ヘ
ル
シ
ー
食

品
と
の
こ
と
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア

メ
リ
カ
な
ど
で
魚
需
要
が
高
く

な
っ
て
い
る
と
の
話
も
あ
る
。
世

界
に
目
を
向
け
る
と
、
魚
の
種
類

に
よ
っ
て
は
、
各
国
間
で
漁
獲
高

の
制
限
を
話
し
合
い
、
資
源
の
確

保
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

▼
世
界
的
な
魚
需
要
の
高
ま
り
で

日
本
人
に
は
な
じ
み
の
深
い
ま
ぐ

ろ
も
手
に
入
り
に
く
く
な
り
、
値

段
が
上
が
っ
て
久
し
い
。
さ
ん
ま

な
ど
は
長
年
価
格
も
安
く
、
大
衆

魚
と
い
わ
れ
た
が
、
今
で
は
高
い

の
は
1
匹
数
百
円
も
し
て
お
り
、

高
級
魚
に
仲
間
入
り
し
て
い
る
。

段
々
と
庶
民
の
口
に
入
る
魚
も
少

な
く
な
っ
て
き
た
▼
世
界
の
人
口

も
増
え
て
い
る
だ
け
に
今
後
も
一

段
と
日
本
の
食
卓
に
魚
が
の
ぼ
る

こ
と
が
少
な
く
な
る
の
か
。
し
か

し
、こ
れ
か
ら
は
、漁
業
資
源
と
い

う
も
の
を
世
界
各
国
が
保
護
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で
あ
る
。

魚
も
有
限
で
あ
る
と
の
認
識
を
肝

に
銘
ず
べ
き
と
き
が
来
た
と
い
え

よ
う
。

今
宗
議
会
は
、
4
月
15
日
に
任

期
満
了
を
控
え
た
現
職
議
員
に
と

り
最
後
の
宗
議
会
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、

3
月
開
催
へ
延
期
し
て
い
た
。

開
会
式
で
は
、
大
樹
孝
啓
天

台
座
主
猊
下
の
導
師
で
法
楽
を
奉

修
。
続
け
て
の
〝
お
言
葉
”
で

「
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
世
界
で
は

国
益
を
優
先
さ
せ
た
暴
力
を
含
む

強
圧
的
行
為
が
広
が
っ
て
お
り
、

人
び
と
の
不
安
を
増
幅
さ
せ
て
い

ま
す
。
今
夏
に
は
、
比
叡
山
宗
教

サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
を
迎
え
ま
す
。

諸
宗
教
の
方
々
と
平
和
の
祈
り
を

捧
げ
、
比
叡
山
延
暦
寺
よ
り
世
界

に
敷
衍
し
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

新
年
度
予
算
関
係
で
は
、
第

二
百
五
十
八
世
天
台
座
主
傳
燈
相

承
式
に
関
す
る
臨
時
収
納
金
と
し

て
歳
入
歳
出
と
も
に
4
9
3
0
万

円
を
計
上
。
法
人
寺
院
よ
り
1

個
数
10
円
、
非
法
人
寺
院
一
律

1
0
0
0
円
の
協
力
を
願
い
、
令

和
5
年
3
月
31
日
ま
で
の
特
別
会

計
を
組
ん
で
対
応
す
る
。

令
和
4
年
度
の
通
常
会
計

の
総
予
算
は
歳
入
歳
出
と
も

に
11
億
1
2
0
0
万
円
と
し
、

前
年
度
補
正
前
予
算
額
よ
り

2
1
7
8
万
円
減
額
。
社
会
情
勢

を
鑑
み
て
節
約
し
、
最
小
限
の
増

額
に
留
め
て
い
る
。
新
た
に
比
叡

山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
式

典
助
成
金
を
盛
り
込
ん
だ
。

サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
に
つ
い
て

阿
部
宗
務
総
長
は
、気
候
変
動
、環

境
問
題
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

8
月
4
日
に
、
京
都
国
際
会
館
と

比
叡
山
延
暦
寺
で
開
催
す
る
予
定

で
準
備
を
始
め
る
。

宗
規
関
係
議
案
で
は
、
天
台
宗

務
庁
の
職
員
定
員
を
業
務
内
容
に

あ
わ
せ
た
「
37
人
」
か
ら
「
35
人
」

へ
と
変
更
し
た
。

宗
機
顧
問
の
補
欠
推
薦
が
あ

り
、
滋
賀
教
区
長
壽
寺
住
職
の
長

山
慈
信
大
僧
正
の
就
任
を
同
意

し
た
。
最
後
に
東
日
本
大
震
災
物

故
者
を
悼
み
全
員
で
黙
祷
を
捧

げ
た
。

　
第
百
五
十
一
回
通
常
宗
議
会
が
3
月
8
日
か
ら
10
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
令
和
4
年
度
通
常
会
計
予
算
11
億
1
2
0
0
万
円
を

含
む
議
案
17
件
、報
告
3
件
を
可
決
決
定
し
、全
日
程
を
終
え
た
。

最
終
日
の
10
日
に
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
攻
を
非
難
す
る
決
議
文
が
採
択
さ
れ
た
。

　

1
9
8
7
年
に
ア
ッ
シ
ジ

の
精
神
を
受
け
て
始
め
ら
れ

た
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト「
世

界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集

い
」
か
ら
今
年
で
35
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、2
0
2
2

年
2
月
24
日
か
ら
続
け
ら
れ

て
い
る
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻

を
、
我
々
天
台
宗
宗
徒
は
強

く
非
難
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
ロ
シ
ア
に
よ
る

行
動
は
、
国
際
社
会
の
平
和

と
秩
序
を
乱
す
国
際
法
に
違

反
す
る
行
為
で
あ
り
ま
す
。

い
か
な
る
理
由
で
あ
れ
武
器

を
用
い
た
非
人
道
的
な
暴
力

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
天
台
宗
宗
議
会
は
、
自
利

の
執
着
を
速
や
か
に
放
棄
し
、

徹
底
し
た
対
話
に
よ
る
平
和

的
解
決
を
ロ
シ
ア
政
府
に
強

く
求
め
ま
す
。

　
令
和
4
年
3
月
10
日

天
台
宗
宗
議
会

　

令
和
4
年
3
月
16
日
に
発
生
し
た
福
島
県
沖
を
震
源

と
す
る
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

天
台
宗
・
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部


